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三位一体の主日

菊地功大司教 メッセージ

わたしたちは、「父と子と聖霊のみ名によって」洗礼を受けます。したがって

わたしたちキリスト者の「信仰は、三位一体に基づいて」いると、カテキズム

は記しています（232）。

わたしたちを「導いて真理をことごとく悟らせる」聖霊は、「わたしのものを

受けて、あなた方に告げる」と、ヨハネ福音は主の言葉を記します。その「わ

たしのもの」は、「父が持っておられるものはすべて、わたしのものである」

と主ご自身が言われるのですから、わたしたちは、信仰において、三位一体の

神の交わりの中で、聖霊に導かれて御子に倣い、御父へと結びあわされていま

す。

カテキズムはそれを、「御父の栄光をたたえる者は、御子によって聖霊のうち

にそうするのであり、キリストに従う者は、その人を御父が引き寄せ、聖霊が

動かされるので、そうするのです」と記します（259）。

東京教区では、2020年末に宣教司牧方針を定めました。この宣教司牧方針も、

三位一体の神の交わりに基づいて三つの柱が定められています。宣教司牧方針

には、こう記されています。

「東京大司教区の宣教司牧方針の三つの柱、①「宣教する共同体をめざして」、

②「交わりの共同体をめざして」、③「すべてのいのちを大切にする共同体を

めざして」は変動するこの世にあって、わたしたちがこころを合わせて向かっ

ていく方向を示しています。そして、その三つの柱は互いに関連しあっていま

す。「宣教する共同体」は「義人アベルから最後に選ばれた人に至るまで」ご
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自分のもとへと集めようとなさる天の御父の救いの想いを反映しています（『教

会憲章』 2 参照）。「交わりの共同体」は神と人、人と人の和解のために十字

架へとつけられた御子の生きる姿を写し出します。「すべてのいのちを大切に

する共同体」は「主であり、いのちの与え主」（『ニケア・コンスタンチノープ

ル信条』参照）である聖霊の働きによって成立します。ですから、この宣教司

牧方針は三位一体の神のお姿をこの世にあらわしていくものなのです」

わたしたちは共同体で生きる教会です。わたしたちの信仰が、父と子と聖霊の

一致のうちにある共同体としての三位一体に基づくものであるからこそ、教会

共同体も、三位一体の神をこの世に具体的に顕す共同体であるよう務めなくて

はなりません。

またそれだからこそ、宣教する共同体も交わりの共同体もすべてのいのちを大

切にする共同体も、それだけで独自の存在ではなく、互いを前提とし、互いに

支えられて、一致していなくてはなりません。

そもそもわたしたちの信仰が三位一体に基づいているからこそ、わたしたちに

は教会共同体が必要であり、信仰を一人孤独のうちに生きることはできません。

父と子と聖霊のみ名によって洗礼を受けた瞬間に、わたしたちは三位一体の神

の交わりの中で、教会共同体の絆に結びあわされるのです。わたしたちの信仰

は、本性的に共同体の信仰です。

第二バチカン公会議の現代世界憲章は、「主イエスは、『わたしたちが一つであ

るように、・・・すべての人を一つにしてください』と父に祈ることによって、

・・・神における三位の結びつきと、真理と愛における神の子らの結びつきと

がいくらか似ていることを開示するものであった。この類似から明らかなとお

り、・・・人間は、余すことなく自分自身を与えない限り、自分を完全に見出

すことはできない」（24）と記します。主イエスご自身に倣い、御父の願いを
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具体的に実現するために、聖霊の導きに身を委ね、共同体の交わりの中で、信

仰を生きていきましょう。


